
教 育 目 標 
(1)  本校の教育目標 

  心身とも健やかで、たくましく生きる力をもつ子どもを育成する。 

   ○思いやりの心をもつ子  ○健康なからだをもつ子   ○進んで学ぶ子 

(2) 経営方針                                       

【目指す子ども像】 

  「（ 人・もの・ことに）主体的にかかわり、仲間とともに伸びようとする子」 

【目指す教師(組織）の姿】 

 ・日頃から子どもの変容を見逃さず、よさを見出せる「教師のまなざし」を磨き続ける。 

 ・子どもの「学びがつながる」ように、１年の成長や６年間の発達段階を見通した取組を行う。 

 ・教職員・保護者・地域の方とコミュニケーションを深めることで課題や目標を明らかにし、協働し 

て、めざす子ども像の「日常化」を図る。 

 

(3) 本年度の重点目標 

①  児童の主体性を育てる、指導部の取組の充実 

・３指導部（学習・生活・健康）が提案する行事や活動が、児童の主体性を育てる活動となるように計

画・実践していく。そして、目指す子ども像に近づくことができたか振り返る。 

・一つの指導部の行事や活動で育った力が、次の指導部の活動につながるように計画・実践していく。 

②  主題に迫る授業力・学級経営力の向上 

・道徳科を中心に主題に迫る授業づくりやその基盤となる温かな学級づくりに努める。また、そのため

の校内研修会や研究授業を計画的に行い、授業力の向上を図る。 

・主題研究推進委員会と低中高学年部会が連携して研究を推し進める。 

・教科担任制を進め、教材研究の軽減によって授業の質を高める。 

・自ら学び、仲間とともに学びを深め、学んだことを広められるよう、ＩＣＴ活用を図る。 

・ＩＣＴを活用し、自ら学び、仲間とともに学びを深めたり広めたりできるようにする。 

・各指導部から提案された行事や活動のねらいを受け、学年・学級にそった手だてや支援を考えて指導

にあたり、次の取り組みにつながるようにする。 

・学級目標を作り上げていく過程を大切にして、みんなで目標に向かってがんばり、事後に振り返り、

次につなげられる学級づくりを進める。問題があれば学級全員で話し合う場をつくる。高学年は、「学

年訓」を掲げ、目標意識を持った学年集団をつくる。 

・全校で「あいさつ」「異学年交流」等に取り組み、児童が自分から進んで人とかかわることができる

学校づくりを進める。 

・主体的に行動した子どもを認める場を設け、目指す姿が具体的に見えるようにする。目指す行動を広

 げ、互いに認め合える環境にする。 

・楽しい学校づくりに努めるとともに、学校いじめ防止基本方針等をもとに、相談活動を充実させ、い

じめの早期発見に努める。問題は一人で抱えず、関係者と相談し、解決する。 

③  組織力の向上を目指したミドルリーダーの育成 

・学年主任や各分掌主任が、目指す子どもの姿や１年間の成長、６学年の発達段階をとらえた経営を行 

うことで、児童の学びをつなげるとともにミドルリーダーとしての力を高めていく。 

・主題研究推進委員が委員会と学年部会のパイプ役となり、研究をリードする。 

・学年あるいは全校での役割を学年経営案や教職員評価シートに明記し、自他ともに認識する。 

・行事検討や学校安全、働き方改革等、学年主任として学校運営に参画する。 

④ 目指す「高小っ子」を育てるため、家庭・地域・幼保中と協働 

・家庭学習や手伝いを通して、家庭での子どもの主体性を伸ばす。 

・教科や総合的な学習の時間等では、学校側が必要とする支援を計画的に保護者、PTA役員、まち協等

にお願いしていく。 

・幼保中と異校種間連携し、１２年間の学びを継続させる。 

⑤ 働き方の改善を図る 

・大事なことに時間をかけることができるよう、業務負荷の課題改善に取り組む。 
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校　　　　時 月 火 水 木 金

読書 読書 読書 読書 読書

朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会 朝 の 会

    ８：４０

  ～９：２５

    ９：３５

～１０：２０

  １０：４０

～１１：２５

  １１：３５

～１２：２０

  １２：２０

～１３：１０

  １３：１０

～１３：２５

13:45
13:30

13:45
13:30

13:45

14:15 14:15

放課 放課

帰りの会 放課 放課

14:40 14:40

15:10 15:10

帰りの会
15:25

帰りの会
15:25

15:35 帰りの会 帰りの会

15:35 15:35 15:35

１５：５０

自　由　遊　び

第　３　時　限

週の計画及び日課表

８：２０～８：４０

第　１　時　限

放　　　　　課

第　２　時　限

放　　　　　課

第　４　時　限

最　終　下　校

清　　　　　掃
※火・木なし：各15分ずつ繰り上がる

２０分放課

給　　　　　食

【5時限目】
月・水・木
13:45～14:30

火・木
13:30～14:15

14:30 14:30 14:30
14:25 14:25

【6時限目】
月

14:50～15:35
火・木

14:25～15:10
水・金

14:40～15:25

14:50

15:20 15:20

第 ５ 時 限

第 ６ 時 限

第 ５ 時 限

第 ６ 時 限


